






















































Development of the geographical lessons to help students to have multifaceted perspectives and various 
























































































































































3. 1.  検証授業の概要
　本実践は、和歌山県和歌山市内の公立中学校第 2 学
年の 6 学級（1 組 34 人・2 組 35 人・3 組 32 人・4 組 33 人・
5 組 31 人・6 組 33 人）の生徒を対象とした。検証授業
は、2020 年 9 月 7 日から 10 月 6 日にかけて実施した。
授業計画にあるマトリクス図およびまとめシートにつ












図 2　配布したワークシート（第 2 時）
























































































































































































































































3. 2.  分析方法
　検証授業では、各授業のマトリクス図、まとめ記述
欄を分析対象とした。どちらにおいてもチェックリス
トを基に分析を行った。第 2 時は、マトリクス図の 4
つの窓が全て埋まっているものを S 評価、3 つ埋まっ
ているものを A 評価、2 つ埋まっているものを B 評価、
１つ埋まっているものを C 評価とした。また、まと
めの評価は、4 つの窓から内容を抜き出して記述して
いるものを S 評価とし、3 つで A 評価、2 つで B 評価、





表 1　第 2 時の授業手順
表 3　第 4 時におけるマトリクス図の
評価チェックリスト（筆者作成）
表 4　第 4 時におけるまとめの
評価チェックリスト（筆者作成）






評価 多面性 多角性 記述量
S 5 つの側面
に わ た っ










評価 多面性 多角性 記述量
S 5 つの側面
か ら 内 容
を 抜 き 出
し て 記 述
している。
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1 行 以 下
の記述が
ある。
N ど の 側 面
に 関 し て
も 正 し い


















に わ た っ








7 窓 書 け
ている。
B 3 つの側面
に わ た っ








5 窓 書 け
ている。
C 2 つの側面
に わ た っ








3 窓 書 け
ている。
D 1 つの側面
に わ た っ






















4. 1.  マトリクス図の使いやすさ
　第 2 時のマトリクス図の分析からは、130 人（83%）



















































図 4　第 2 時のふりかえり④集計結果
図 6　第 2 時のまとめの評価
図 5　第 4 時のふりかえり④集計結果


















　これは第 2 時と第 4 時の、まとめを行う際の課題設
定に原因があると考えることができた。まず、第 2 時
と第 4 時とでは取り扱っている側面の数が異なってい
る。第 2 時では 2 つの側面からまとめるだけでよかっ





























4. 3.  記述の分析















































































































































































































































































元は本来 4 テーマを 4 時間かけて学習する構成となっ
ており、教科書もまたそれに準じている。しかし、4
時間目には独自で追加した 1 テーマとまとめ学習を組

























































開発を事例として｣ 鳴門社会科教育学会 30 巻 p.131-140
・小原友行（2016） 『アクティブ・ラーニングを位置づけた中学
校社会科の授業プラン』 明治図書
・小原友行（2009） 『「思考力 ･ 判断力 ･ 表現力｣ をつける社会
科授業デザイン中学校編」 明治図書
・小原友行（1998） 『初期社会科授業論の展開』 風間書房
・黒上晴夫 ･ 小島亜華里 ･ 泰山裕（2012）　「シンキングツー
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・澁谷樹里（2018） ｢多面的 ･ 多角的に考察する力を育てる社会















・本間工太郎（2019） ｢社会 社会的事象を多面的 ･ 多角的に考
え , ｢思考力，判断力，表現力｣ を高める方策の工夫 : 思考ルー
チンを活用した実践を通して｣ 教育実践研究 29 p.25-30
・文部科学省（2018） 『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）』 
日本文教出版 
・文部科学省（2018） 『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）
解説社会編』日本文教出版 
